
TOWS分析（クロス SWOT戦略）：食料品小売・同フランチャイズ

オーナー業界（2025年～2030年予測） 

【S×O戦略】：強みを活かして機会を活かす戦略 

- 地域密着型の信頼関係と健康志向の高まりを組み合わせ、「かかりつけ食品店」とし

て個別栄養アドバイス付き商品やサービスを展開。 

- フランチャイズ網を活かして、地方創生政策と連動したスマート商店街や地域内通貨

対応型店舗を出店。 

- 食品流通の現場知識を活用し、高齢者向けの移動販売ルート最適化＋AI 在庫予測によ

る効率的な商品供給モデルを構築。 

【W×O戦略】：弱みを補いながら機会を活かす戦略 

- デジタル対応の遅れを逆手に取り、自治体の DX 補助金を活用した一括導入（POS 連

携・LINE通知・EC 併設）で一気に他店舗との差別化を図る。 

- フランチャイズのばらつきを、AI活用による売れ筋分析・棚割り指導ツールで平準化

し、地域限定プロモーションを強化。 

- 中間物流依存を見直し、地場の農産物や地域業者との直取引体制を構築する「地域連

携型サプライチェーン」に転換。 

【S×T戦略】：強みを活かして脅威に備える戦略 

- 顧客基盤の信頼を武器に、災害時には店舗を地域支援拠点（蓄電池＋備蓄品）として

機能させ、ブランド価値を強化。 

- 店舗オペレーションの現場裁量性を活かして、AI レジ・無人棚などの部分導入による

段階的な無人化を図る。 

- フランチャイズの拠点性を活かし、都市近郊物流の分散化ハブとして提携企業の共同

配送にも参加。 

【W×T戦略】：弱みと脅威に同時に対応する防衛戦略 

- フランチャイズ本部との収益構造見直し交渉を行い、「売上連動型」から「利益率重

視型」への移行を推進。 

- 人材難への対応として、ロボット接客導入や遠隔オペレーター支援システム（例：複

数店一括監視）で最小人数運営体制を構築。 



- 原材料コストの変動に備え、地場商品の比率を増やすことで「価格安定ゾーン」の商

品群を形成し、価格訴求を維持。 


